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オムロン「AWS Summit Japan 2026」講演に関する調査

報告 

― 知財 AI エージェント「ALBERT」と研究開発向け AI 基盤「RD Buddy」の内製事

例 ― 

調査日：2026 年 9 月 2 日 

Claude Fable 5.1 

凡例：本報告では、一次ソース等で確認できた事項を【確認済み事実】、報道・二次資料に基づく事項を【報道
ベース】、筆者の分析・推測を【推測・分析】として区別する。文中の上付き番号は、文末「参考文献」の番号
に対応する。 

1. 要旨 

（1）前提の検証結果。オムロンは 2026 年 6 月 26 日、AWS Summit Japan 2026（2026 年 6 月

25〜26 日、幕張メッセ）において、自社で内製した AI エージェントおよび AI 基盤について講

演した 1,2。ただし「講演」の実体は 2 系統に分かれる。すなわち、(A) オムロン株式会社（本体）

による知財 AI エージェント「ALBERT」のお客様事例展示（製造業向けエリアでの登壇解説）2

と、(B) 研究開発子会社オムロン サイニックエックス（OSX）によるスペシャルセッション登壇

（Amazon Bedrock AgentCore を活用した研究開発向け AI エージェント）7,8,9 である。両者を混

同しないことが重要である。 

（2）中核内容。本体の事例は、特許庁公開データを Amazon S3 に蓄積し、Amazon OpenSearch 

Serverless と Amazon Bedrock（埋め込み：Amazon Titan Text Embeddings V2、生成：Claude 

3.5 Sonnet）で検索・分析する RAG 構成を、研究開発特化の生成 AI 基盤「RD Buddy」（AWS

上のプライベート環境「RDinX」）上にスクラッチで内製したものである 6。 

（3）効果数値の出所差。日経クロステックは登壇者の発言として「先行技術調査と発明説明書

作成の工数を少なく見積もっても 50％削減」と報じ 1、AWS 公式ブログは「特許調査・発明説

明書作成の工数を 90％削減」と記載する 2。数値を引用する際は出所の明示が必要である。 
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2. 前提の検証：イベントと登壇の事実確認 

2.1 開催概要【確認済み事実】 

• AWS Summit Japan 2026 は、2026 年 6 月 25 日（木）・26 日（金）の 2 日間、幕張メッセ

で開催された 3,4。 

• 日経クロステックによれば、イベントカタログ上の 167 のブレイクアウトセッションのうち

約半数にあたる 83 セッションが AI エージェント関連であった 5。 

• 来場者数は Day1 で 22,000 名超、Day2 で 20,000 名超、Executive Forum を含め延べ 43,000

名超とされる（AWS 公式の開催報告に基づく数値であるが、当該ページの URL は本調査で

未取得のため未検証）。 

2.2 オムロン本体の登壇【確認済み事実】 

• 日経クロステックは「オムロンは 2026 年 6 月 26 日の AWS Summit で、自社開発した AI エ

ージェントと AI 基盤について講演した」と明記している 1。 

• AWS 公式の製造業向け展示紹介ブログは、Hall 7「AWS Industries Zone」内の「お客様事

例展示」として、演題「生成 AI を活用した知財 AI エージェント『ALBERT』の内製開発」

を告知している 2。 

• 【推測・分析】以上から、当該「講演」の実体は基調講演や番号付きブレイクアウトセッシ

ョンではなく、製造業向け展示エリアにおける事例登壇解説である可能性が高い。正式なセ

ッション名・ID は未確認である。 

2.3 登壇者【確認済み事実】 

• 登壇者は津田学氏である。日経クロステックは「オムロン ストラテジック R&D 本部デジタ

ルソリューションセンタ  津田学デジタルプラットフォーム部長」と表記し 1 、AWS 

builders.flash の著者プロフィールは「オムロン株式会社 技術・知財本部 デジタルソリュー

ションセンタ デジタルプラットフォーム部 部長」と表記する 6。本部名に差異があるが（組

織改称または表記揺れの可能性）、センタ名・部名・役職は一致する。 

• builders.flash 記事の共同著者は、熊巳創氏（技術・知財本部 知的財産センタ 知財専門職）

および日下武紀氏（オムロン デジタル株式会社 コア技術センタ）である 6。 
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2.4 オムロン サイニックエックスの登壇【報道ベース】 

• 2 日目（6 月 26 日）のスペシャルセッション「AI エージェントが変える企業の未来 ── 構

築から運用まで、ビルダーと創る自律型 AI の実践」に、Anthropic Japan、オムロン サイニ

ックエックス、ファナック、サイバーエージェント、日本取引所グループ等が登壇した

7,8,9,10。 

• OSX は、研究開発における仮説立案・実験計画・分析を Amazon Bedrock AgentCore ベース

の AI エージェントで支援し、将来的にフィジカル AI ロボットへ拡張する構想を紹介した 7,8。 

3. 知財 AIエージェント「ALBERT」の内容 

3.1 目的と適用領域【確認済み事実】 

• 目的は、先行技術調査・特許分析・発明説明書作成といった特許業務の高度化・効率化であ

る 1,6。主な利用者は研究開発部門の R&D エンジニアである 6。 

• オムロンは発明考案プロセスを、(1) 発明の創出、(2) 自社の発明と似た既存技術がないか

を調べる先行技術調査、(3) 発明の中身を知財部門に伝える発明説明書の作成、の 3 段階に

整理し、AI エージェントで (2)(3) を支援する 1。 

3.2 AI基盤「RD Buddy」【確認済み事実】 

• 研究開発に特化した生成 AI 活用環境基盤「RD Buddy」を、AWS 上のオムロン専用プライ

ベートクラウド環境「RDinX」上に、サーバーレスアーキテクチャで構築している 6。 

• 生成 AI モデルの提供には、Amazon Bedrock および Microsoft Azure OpenAI Service を専用

リソースとして用意している 6,11。 

3.3 アーキテクチャ【確認済み事実】 

表 1 知財 AI エージェントの主要構成（出典：6、登壇者発言は 1） 

構成要素 採用サービス・技術 役割・備考 

データ蓄積 Amazon S3 
特許庁公開データを格納。「ハードディスク
を特許庁に送り全データの格納を依頼」との
登壇者発言 1 
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構成要素 採用サービス・技術 役割・備考 

前処理 
AWS Lambda（S3 イベント通知で起
動） 

特許 XML の構造化 

メタデータ管理 Amazon DynamoDB 書誌情報等の管理 

検索 Amazon OpenSearch Serverless ベクトル検索 

埋め込み 
Amazon Bedrock（Amazon Titan 
Text Embeddings V2） 

文書のベクトル化 

生成 
Amazon Bedrock（Claude 3.5 
Sonnet） 

入力情報全体をフラットに処理できる点を評
価して採用 

監査・運用 
AWS CloudTrail、CloudWatch 
Logs、Athena、X-Ray 

利用状況の監査・コスト可視化 

接続・認可 
AWS Direct Connect、IAM（最小権
限） 

閉域接続とアクセス制御 

 

• 【推測・分析】特許データを外部 SaaS に預けず自社の S3 に取り込む設計は、機密性の高い

知財情報のデータ主権を確保するガバナンス設計として位置づけられる。 

3.4 内製を選択した理由【確認済み事実】 

• 社外の商用データベースや SaaS も検討したが、取得可能なデータ量の制約と社内独自プロ

セスの多さから自社開発を選択した 1。エージェントはスクラッチで開発されている 6。 

3.5 効果と今後の展開 

表 2 工数削減効果の出所別整理 

出典 削減率 対象業務 数値の性格 

日経クロステック 1 
少なく見積もって
も 50％削減 

先行技術調査＋発明説
明書作成 

登壇者発言。2026 年 1 月頃から
のエンジニア実利用ベース 

AWS 公式ブログ 2 90％削減 
特許調査＋発明説明書
作成 

展示告知ブログ上の記載 

 

• 【推測・分析】両者の対象業務はほぼ同一である。50％は現場実績に基づく保守的な値、

90％は展示告知上の成果値と解するのが妥当であり、引用時には出所を明示すべきである。 
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• 今後の展開【確認済み事実】：R&D 部門での利用者拡大（60 名から 120 名へ）を経て全社

展開を視野に入れる。技術論文・経営情報など特許以外の情報との連携、機械学習による予

測分析の強化を計画している 6。 

4. 背景：オムロンの生成 AI戦略【報道ベース】 

4.1 三層構造 

• 全社推進（AIZAQ）：2023 年に立ち上げた全社横断の生成 AI 活用推進プロジェクト。社員

の自発参加型で、オムロン公式によれば 2024 年 4 月に始動したシーズン 2 では 25 のテーマ

が立ち上がり、有志 253 名が参加した 12。ガイドライン・FAQ の整備、AI ガバナンス委員

会の設置、プロンプト集「AIZAQ Canvas」の運用が報じられている 11,12。 

• 研究開発基盤（RD Buddy）：情報漏洩とコストを主要課題として、研究開発プロセスに特

化した独自の生成 AI 基盤を構築。プライベートモードやコンテンツフィルタ等の多層セキ

ュリティを備える 6,11。 

• 業務アプリケーション（ALBERT）：RD Buddy 上で稼働する知財 AI エージェント。

OMRON TECHNICS 169 号（2025 年 5 月）の論文「研究開発プロセスのデジタルトランス

フォーメーション」（津田学ほか）でも研究開発 DX 基盤として言及されている 13。 

• 【推測・分析】「全社推進 → 専用基盤 → 業務特化エージェント」という段階的な三層構造

が、知財 AI エージェントを短期間で実運用に載せた組織的要因と考えられる。 

4.2 長期ビジョン等との関係 

• 長期ビジョン「Shaping the Future 2030（SF2030）」（2022 年度〜）は、「カーボンニュ

ートラルの実現」「デジタル化社会の実現」「健康寿命の延伸」の 3 つの社会的課題を掲げ、

コア技術を「センシング＆コントロール＋Think」と位置づける 14。 

• 制御機器領域では、本件とは別に、Laboro.AI の支援を受けて「PLC 向け設計コード生成 AI」

（自然言語から ST 言語コードを生成し、RAG によりリファレンス探索を自動化）を開発

し、2025 年 11 月の IIFES 2025 で公開している 15,16。 
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5. 同イベントにおける他社事例との比較【報道ベース】 

• ファナック：スペシャルセッションでフィジカル AI を主題に登壇。安部健一郎常務執行役

員（ロボット研究開発統括本部長）が、既存の約 250 機種のロボットすべてをフィジカル AI

に対応させるとする現場主義の開発思想を語った 17。 

• i Smart Technologies：製造業お客様事例展示。IoT で収集した生産性データを Amazon 

Bedrock で解析し、製造部長のように分かりやすい言葉で現場スタッフに通知する「AI 製造

部長」（ルールベースとのハイブリッド設計）を紹介。データ解析時間を 70％削減したと

される 2。 

• デジタル庁：政府生成 AI 基盤「源内（ゲンナイ）」（Amazon Bedrock＋AgentCore 構成）

を紹介した 7,9。 

• 会場外の動向：ダイキン工業と日立製作所の設備故障診断 AI エージェントは、2025 年 4 月

に堺製作所臨海工場で試験運用を開始し、事前実証では 10 秒以内・90％以上の精度で故障

原因と対策を回答したとされる 18。 

• 【推測・分析】オムロン（知財）、i Smart Technologies（生産管理）、ファナック（ロボッ

ト制御）は、いずれも汎用チャットボットではなく特定業務プロセスに深く組み込んだエー

ジェント設計である点で共通し、製造業の AI 活用が実装・運用段階に入ったことを示して

いる 7。 

6. 知財・産業政策の観点からの示唆【推測・分析】 

• 知財業務のエージェント化：本事例は、先行技術調査と発明説明書作成という知財創出プロ

セスの上流工程を AI エージェントで直接支援する先進例であり、知財部門の業務設計（発

明発掘・発明提案書作成の分業構造）そのものを変える可能性がある。 

• 内製の合理性：製造業が AI エージェントを内製する動きは、(1) 機密データ主権の確保、

(2) 社内独自ワークフローへの最適化、(3) コスト最適化、の 3 点で説明できる。オムロンの

場合、特許庁全データの自社取り込みと社内プロセスへの適合が決定要因であった 1。 

• 知財部門の二重の位置づけ：知財部門は AI エージェントの「利用・開発対象」であると同

時に、AI 関連発明を出願・権利化する「保護の主体」でもある。内製 AI の成果物（プロン
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プト設計、エージェント構成、データ処理パイプライン）について、権利化と秘匿化のいず

れを選ぶかが新たな論点となる。 

• 特許出願動向：IP Force の集計（ランキング更新日 2025 年 5 月 14 日）によれば、オムロン

株式会社の 2024 年の出願公開件数は 483 件（第 60 位）、特許取得件数は 573 件（第 41 位）

である 20。ただし、本知財 AI エージェント自体に関する特許出願の有無は本調査では確認

できていない。 

7. 留意点・未検証事項 

• 日経クロステック本文の有料会員部分は未取得であり、YAYAFA による無料部分の再掲を参

照した 1。セキュリティ設定等の詳細は未検証である。 

• 「ALBERT」の名称は AWS 公式ブログ 2 でのみ確認され、日経記事の無料範囲には現れな

い。本体登壇での公式表記および命名の由来は未確認である。 

• 登壇者の本部名表記（ストラテジック R&D 本部／技術・知財本部）の差異は未確定である

1,6。 

• 6 月 26 日の本体登壇の正式なセッション名・セッション ID・登壇形式は、公式資料で確定

できていない。 

• 来場者数は出典 URL 未取得のため未検証である。 

• スペシャルセッションの登壇企業リストは、複数の二次レポートに基づく 7,8,9,10。 

• 特許出願件数は二次データベースに基づく値であり、集計方法・更新日により変動しうる 20。 

• 楠浦崇央氏の note 記事 19 はオムロンの知財×AI の取り組みを論じる二次資料であり、本報

告では背景理解の参考にとどめた。 
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